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 要  旨 
従来の CCDや PSDといった撮像素子を用いた光学式の位置計測システムに対し，
プロジェクタや液晶ディスプレイといった画像提示装置と光センサを用いた位置
計測システムが提案されている． 
この画像提示装置を用いた計測は，画像面内に存在する受光部に搭載した光セ
ンサに対して，指標となる画像を提示し，得られた受光情報より指標画像内のど
の位置に受光部が存在しているかを計測するシステムである． 
この画像提示装置を用いた計測方式が有する特徴として，カメラなどの撮像装
置を用いた計測装置に比べ，少ない情報量での計測が可能である点と，画像提示
装置のリフレッシュレートに影響を受けない高速な計測が可能となることが挙げ
られる．これらの特徴は，撮像装置を用いた計測では撮像素子の解像度や撮像素
子のリフレッシュレートによってその計測速度を制限されてしまう点に対して，
計測の高速化を実現する上で非常に有利な特徴であるといえる．そこで本研究で
は，画像提示装置を用いた計測における高速化を実現するための手法を述べ，そ
の有効性について実験を通して示すことを目的とする． 
本論文では，画像提示装置を計測や通信に応用するというDisplay Based 
Computing（DBC）という概念について述べ，画像提示装置を用いた計測がAugmented 
Reality(AR)技術に対して高い親和性を有していることを示した．次に画像提示装
置を用いた計測手法に関して，計測手法の種類，使用する指標画像の形状および
それを使用した際の位置の計算方法について述べた．これらを踏まえた上で，VR
技術やAR技術において多く用いられている計測装置と比較しながら，計測の高速
化に関する具体的な手法を示した． 
最後に画像提示装置を用いた計測において，計測速度の向上を図るために，画像
提示装置のフレームレートと独立したサンプリング速度で計測を実施すること，
背景に固定した指標画像を用いることを提案し，実証するためにシステム製作を
行った．この結果，60[Hz]という一般的な画面更新周波数よりも十分に速い
360[Hz]というサンプリング速度で，2[m/sec]で動く対象の計測を実現した． 
 
 
